
② 全国的な料金の課題（有料・無料の整理）

近畿圏の料金等について

資料５



国土幹線道路部会 中間答申（抜粋） （平成27年7月30日）

・本部会における議論の中で、今後の維持修繕・更新のための財源の確保について懸念

を示す意見が多数あり、

①将来にわたり、高速道路において高いサービスレベルを維持し、必要に応じて機能

強化を図りつつ、適切な維持修繕・更新を実施するため、償還満了後も料金を徴収し

続けること

②一般道路における大型車対距離課金の導入など、幹線道路の将来の維持管理費の

負担のあり方

などについて、諸外国における事例も参考に、広く意見を聴取しつつ、税金による負担と

の関係も含め、これまで以上の課題認識をもって検討すべきである。

・整備の経緯から料金を徴収している区間と徴収していない区間が混在している路線や、

現在は無料となっているものの、渋滞緩和などの課題を解決するため、利用者負担のあ

り方について検討が必要な路線については、有料・無料の整理（例えば、一律低額有料

化する、公的支援により有料区間の無料化を図るなど）を検討すべきである。

３．その他

［将来の高速道路の利用者負担のあり方］
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高速道路料金水準の整理・統一について
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※近畿圏は平成２９年度からの実施を予定
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※1：（ ）は旧割高区間、
本四高速（陸上部）

※2 周辺の一般有料道路を含む
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高速道路料金水準の整理・統一について
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整備の経緯により有料無料混在区間が存在

平成27年11月30日現在
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有料区間
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(75%)
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3,258
（25%）

宮守

鹿屋
串良
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○ EU諸国では、高速道路を原則有料としている国と原則無料としている国があり、原則無料として

いる国でも大型車について、近年、料金徴収する動きが出てきている

（参考） 欧州の高速道路の状況

原則無料

高速道路のみ

高速道路＋一般道路

※1 フランス：一般道についても検討

（スウェーデン、オーストリア、
デンマーク、オランダなど）

（イギリス、ドイツ、スイス）

大型車

ポルトガル
（1977年）

スペイン
（1969年）

フランス
（1995年）

イタリア
（1925年）

ギリシャ
（1927年）

アイルランド
（1983年）

イギリス
（2014年）

スイス
（2001年）

ドイツ
（2005年）ベルギー

（1995年）

オランダ
（1995）年

デンマーク
（1995年）

スウェーデン
（1995年）

ノルウェー

フィンランド

ラトビア
（2014年）

リトアニア
（2007年）

ポーランド
（2002年）

チェコ
（2007年）

オーストリア
（2004年） ハンガリー

（2000年）

スロバキア
（2010年）

ルーマニア
（2005年）

ブルガリア
（2004年）

ロシア
エストニア

ベラルーシ

ウクライナ

トルコ

スロベニア
（1970年）

2015年11月時点

クロアチア
（1972年）

※EU指令の概要：
＜1999年＞車両総重量12t以上を対象

料金水準は、当該道路の維持管理費等により決定
＜2006年＞対象を車両総重量3.5t以上に引き下げ
＜2011年＞料金水準について、外部要因（大気汚染、騒音）も考慮

原則有料（普通・大型）
（フランス※1・スペイン・イタリア・ギリシャ等）

5



有料・無料混在区間 （大阪～名古屋間の例）

○ 大阪～名古屋を結ぶ３ルートにおいて、無料となっている名阪国道経由の料金が最安となるため、

特に名阪国道の大型車混入率が大きくなるなどの課題がある

いちのみや

一宮IC

とび しま

飛島IC

まつばら

松原JCT

だい に けいはん かどま

第二京阪門真IC

すいた

吹田IC

名古屋第二
環状自動車道

開通済 事業中

高規格幹線道路（有料）

高規格幹線道路（無料）

その他有料道路

平成27年11月末現在

※交通量と大型車混入率はH22センサスより、各ルートの平均値を記載

滋賀県

三重県

岐阜県

愛知県
兵庫県 新名神高速道路

ルート：一宮IC～吹田IC
延 長：160km
料 金：6,830円
交通量：7.3万台/日
大型車混入率：31.5%

ルート：飛島IC～第二京阪門真IC
延 長：144km
料 金：7,860円
交通量：5.3万台/日
大型車混入率：29.3%

ルート：飛島IC～松原JCT
延 長：149km
料 金：3,470円
交通量：5.9万台/日
大型車混入率：37.4%

6



有料・無料混在区間 （西名阪自動車道、名阪国道の例）

○ 西名阪自動車道、名阪国道においては、有料区間と無料区間が連続しており、
・本来高速道路が担うべき交通が一般道を走行（有料区間と無料区間の差が１．６万台）
・結果として並行する直轄国道（無料）にのみ主要渋滞箇所※1が存在

※1 奈良県渋滞対策協議会にて公表（H25.1.25）

てんり

天理ＩＣ
こおりやま

郡山ＩＣ

主要渋滞箇所

西名阪自動車道 ０箇所

並行する直轄国道 １３箇所

名阪国道（無料）※2 ：５４，６００

並行する直轄国道（２５号）※2：１０，８００

西名阪自動車道（有料）※2：３８，７００並行する直轄国道（２５号）※2 ：２２，５００

※2 交通量はＨ22センサスに基づく24ｈ交通量（台/日）

：有料区間

：並行する直轄国道

：無料区間

：主要渋滞箇所

てんりひがし

天理東ＩＣ
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有料・無料混在区間 （山陰自動車道の例）

○ 山陰自動車道においては、有料区間と無料区間が混在している上、短い間隔で本線料金所が存在
していることから、

・本来高速道路が担うべき交通が一般道を走行（有料区間と無料区間の差が１万台以上）
・結果として並行する直轄国道（無料）にのみ主要渋滞箇所※1が存在

※1 島根県幹線道路協議会 交通渋滞対策部会にて公表（H25.1）

※2 安来道路（東出雲IC～米子西IC）
山陰自動車道（出雲IC～松江玉造IC）
松江自動車道（宍道JCT～三刀屋木次IC）

主要渋滞箇所

有料区間※2 ０箇所

並行する直轄国道 ９箇所

安来道路（有料）※3：２２，１００

山陰自動車道（有料）※3：１８，７００

松江自動車道（有料）※3：６，９００

※3 交通量は各区間のＨ22センサスに基づく
24ｈ交通量（台/日）の平均値

並行する直轄国道※3：１３，０００

並行する直轄国道※3：９，２００

並行する直轄国道※3：２３，５００

並行する直轄国道※3：１６，４００

：有料区間

：並行する直轄国道

：無料区間

：主要渋滞箇所

：本線料金所

松江道路（無料）※3：３５，２００
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今後の検討スケジュール（案）

国土幹線道路部会 中間答申平成２７年 ７月３０日

平成２７年１２月２５日
（本日）

第２０回 国土幹線道路部会

対応方針 とりまとめ

・有料・無料の整理を検討すべき

関係者ヒアリング（有識者、関係自治体など）
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